
ITBベルリンは、国際旅行市場の中で

唯一拡大を続けている見本市であり、

第44回目を迎えた今回、その指導的役

割を一層確固たるものにしました。こ

の経済情勢下で、出展者数がわずかな

がら増え、ドイツ国内外からの来場者

数は前回と同水準を保ち、成功裡に閉

幕しました。 

 

メ ッ セ・ベ ル リ ン 社 COO、Dr. 
Christian Gökeはこの見本市を非常に

高く評価し、次のようにコメントして

います。「世界経済が厳しい状況にあ

るにもかかわらず、ITBベルリン2010
は記録を更新した。11,000以上の出展

者の受注額は60億ユーロ超となった。

旅行業界は回復傾向にあり、強力な見

本市ブランド、すなわちITBベルリン

に信頼を寄せた結果、同見本市は市場

のあらゆる主力プレーヤーを再び集め

ることに成功した。ITBベルリンは、

企業幹部がビジネスを行う場である。

今回見本市に参加したディシジョン・

メーカーの割合は、50%を大幅に超え

た。」 
 

187カ国から11,127社（前年：11,098
社）が国際旅行業界のあらゆる製品と

サ ー ビ ス を 展 示 し、180 カ 国 か ら

111,133人*のトレードビジターが来場

しました。これは前年と同水準です。

ドイツ国外からの参加は45%にのぼ

り、今年は特にアジアからの来場者が

増加しました。ITBベルリン会議も、

テーマを厳選し、12,500人が参加し、

業界における卓越した討論の場および

シンクタンクとしての役割をあらため

て強調しました。ITB  Future  Dayで

は、Web2.0の成功事例や最新市場分

析などの時宜にかなったテーマを取り

上げ、会場が満席となるほどの聴衆を

集めました。 
 

3か月間、雪に閉ざされたベルリンや

ブランデンブルクの地元住民は、休暇

に思いを馳せ、週末、ベルリンの見本

市 会 場 に 繰 り 出 し ま し た。訪 れ た

68,218 人 * の 一 般 来 場 者（2009 年 ：

68,114 人）は、ツ ア ー・オ ー ガ ナ イ

ザーや個人旅行を提供するニッチ市場

取扱業者から様々な情報を仕入れてい

ました。あわせて179,351人*がITBベ

ル リ ン に 来 場 し ま し た（前 年 ：

178,971人）。 

 

ITBベルリンは、国際的なメディアイ

ベントでもあり、89カ国からメディア

登録をしたおよそ7,200人のジャーナ

リストが取材に訪れました。世界中の

政治家や大使館員がITBベルリンに来

場しました。モルディブの大統領、モ

ンゴルの副首相、セイシェルの副大統

領をはじめ、95人の国家代表と4人の

王族が来場しました。大使111人、総

領事3人、17人の大統領や首相、76人

の大臣や副大臣、多数

の次官がITBベルリンに

集結しました。ドイツ

の政治家も、旅行業界

が何を提供すべきかを

調査するために来場し

ています。 

パートナー国トルコの成功 
（駐独トルコ大使館文化担当官談） 

我が国におけるドイツからの旅行客

は、飛びぬけて多く、440万人以上が訪

れます。世界屈指の旅行見本市である

ITBベルリンのパートナー国になるこ

とは、トルコにとって特別なことで

す。トルコは新しいパートナー国コン

セプトを開発し、文化イベントプログ

ラムを作り上げました。見本市会場外

でも多くの活動を行いました。パート

ナー国であるということで、来場者は

トルコにとても興味を持ってくれまし

た。我々の共同出展者は例外なく非常

に満足しています。 

www.itb-berlin.com   

 

ITB Berlin 2010 
Closing Report 

▪  来場者18万人   ▪ 受注総額60億ユーロ 

▪  インターナショナル・トレードビジター堅調 

▪  アジアからの来場者増加 

▪  企業幹部・官庁高官の来場者数、過去最高を記録 

▪  ITB会議順調   ▪ 約7,200人のジャーナリスト取材 

展示面積 160,000㎡ 

出展者数 11,127社/187カ国 

 うち外国出展者 8,490社 

来場者数 179,351人* 

      うちトレードビジター 111,133人* 

統計データ（2010）  厳しい経済状況にもかかわらず前年水準をわずかながら上回る 

国際旅行市場の中で唯一数字を伸ばした見本市 

日本からの出展 

日本政府観光局

（JNTO）と ビ

ジット・ジャパ

ン・キャンペー

ン（VJC）が と

りまとめるジャパン・パビリオンに

は、19の共同出展がありました。  

国際ツーリズム・マーケット展 

次回開催  

2011年3月9日-13日 

会場： ベルリン国際見本市会場 
会期： 2010年3月10日～14日 

 10日～12日 トレードビジターのみ 

 13日～14日 トレードビジターと一般来場者 
主催：  メッセ・ベルリン社    開催間隔： 毎年 

お問い合わせ先 

メッセ･ベルリン日本代表部（担当 久保田） 

〒102-0075 東京都千代田区三番町2－4 三番町KSビル  

在日ドイツ商工会議所内  

Tel:03-5276-8730  Fax:03-5276-8735 
info@messe-berlin.jp 

*印のついた数字は暫定的なものです。 
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